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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縦方向および横方向を有し、肌対向面およびその反対側である非肌対向面と、前後ウエ
スト域と、これら前後ウエスト域の間に位置するクロッチ域と、前記肌対向面に位置する
表面シートと、前記非肌対向面に位置する裏面シートと、前記表裏面シートの間に位置す
るとともに少なくとも前記クロッチ域に位置する吸収体とを含み、前記吸収体は、吸液性
の芯材と、前記芯材を覆う被覆シートとを有する使い捨て着用物品において、
　前記芯材は、前記表面シートに対向する第１面と、前記裏面シートに対向する第２面と
を有し、前記被覆シートは、前記第１面に重なるとともに着色された第１被覆シートと、
前記第２面に重なる第２被覆シートとを有し、
　前記第１被覆シートは、前記表面シートを介して視認可能であるとともに、前記第１被
覆シートは、少なくとも前記クロッチ域において、前記芯材の両側縁から前記横方向外側
に延出する延出部を有し、前記延出部が前記裏面シートを介して視認可能であることを特
徴とする前記使い捨て着用物品。
【請求項２】
　前記表面シートを介して測定された前記第１被覆シートの標準白色校正板に対する色差
ΔＥａｂは、８～５０である請求項１記載の使い捨て着用物品。
【請求項３】
　前記吸収体は、前記クロッチ域から前記前後ウエスト域に延びて形成され、
　前記芯材は、前記クロッチ域の前記横方向における寸法が、少なくとも前記前ウエスト
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域におけるそれよりも小さくされる請求項１または２記載の使い捨て着用物品。
【請求項４】
　前記第１被覆シートは、前記縦方向に延びる折曲線に沿って折り曲げられ、前記芯材の
両側縁を覆い、前記第１被覆シートの両側縁が前記芯材の前記第２面側に位置される請求
項１～３のいずれかに記載の使い捨て着用物品。
【請求項５】
　前記第１被覆シートには、前記第１被覆シートよりも前記縦方向および前記横方向にお
ける寸法が小さくされた第３被覆シートがさらに積層される請求項１～４のいずれかに記
載の使い捨て着用物品。
【請求項６】
　前記吸収体と前記裏面シートとの間には、前記縦方向に延びるとともに、前記縦方向に
収縮可能に取り付けられたレッグ弾性体が取り付けられ、前記レッグ弾性体の少なくとも
一部は、前記延出部に重なって配置される請求項１～５のいずれかに記載の使い捨て着用
物品。
【請求項７】
　前記表面シートは、第１部分と、全光線透過率が前記第１部分の全光線透過率よりも高
い第２部分とを有する請求項１～６のいずれかに記載の使い捨て着用物品。
 
【請求項８】
　前記表面シートは、複数の前記第１部分の間に前記第２部分が位置する請求項７記載の
使い捨て着用物品。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、使い捨て着用物品に関し、より詳しくは、吸液性の芯材が被覆シートで覆
われた吸収体を有する使い捨ておむつ、使い捨てのトイレット・トレーニングパンツ、使
い捨て失禁パンツ、使い捨ての生理用パンツ等の使い捨て着用物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、被覆シートで覆われた芯材を有する吸収体を備える着用物品は公知である。例え
ば、特許文献１には、液透過性表面シートと、不透液性裏面シートと、これらシート間に
介在する吸収性コアとを有する生理用ナプキンが開示されている。コアは、粉砕パルプと
高吸収性ポリマー粒子との混合物をティッシュペーパで被覆することにより作られている
。ティッシュペーパは、比較的濃い青に着色されている。表面シートには開孔が形成され
、開孔を介してティッシュペーパの色を視認することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－２９９８２５号公報（ＪＰ１１－２９９８２５Ａ）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記のような特許文献１では、表面シート側からティッシュペーパを視認することにつ
いては記載されているが、裏面シート側におけるティッシュペーパの見え方については言
及されていない。
【０００５】
　この発明では、表面シートおよび裏面シートから視認可能な吸収体を有する使い捨て着
用物品を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　この発明は、縦方向および横方向を有し、肌対向面およびその反対側である非肌対向面
と、前後ウエスト域と、これら前後ウエスト域の間に位置するクロッチ域と、前記肌対向
面に位置する表面シートと、前記非肌対向面に位置する裏面シートと、前記表裏面シート
の間に位置するとともに少なくとも前記クロッチ域に位置する吸収体とを含み、前記吸収
体は、吸液性の芯材と、前記芯材を覆う被覆シートとを有する使い捨て着用物品の改良に
かかわる。
　この発明は、前記使い捨て着用物品において、前記芯材は、前記表面シートに対向する
第１面と、前記裏面シートに対向する第２面とを有し、前記被覆シートは、前記第１面に
重なるとともに着色された第１被覆シートと、前記第２面に重なる第２被覆シートとを有
し、前記第１被覆シートは、前記表面シートを介して視認可能であるとともに、前記第１
被覆シートは、少なくとも前記クロッチ域において、前記芯材の両側縁から前記横方向外
側に延出する延出部を有し、前記延出部が前記裏面シートを介して視認可能であることを
特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　この発明の特にそのひとつ以上の実施態様によれば、吸収体を構成する芯材の第１面を
覆う第１被覆シートが着色されるとともに表面シートを介して視認可能であるので、吸収
体の芯材に尿等の体液が吸収された場合に体液による芯材の着色を見え難くすることがで
きる。また、第１被覆シートは芯材の両側縁から延出した延出部を有し、延出部が裏面シ
ートを介して視認可能であるので、着用物品外側からも第１被覆シートを確認することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】使い捨て着用物品の一実施形態である使い捨ておむつの着用状態を示す斜視図。
【図２】展開したおむつの肌対向面から見た平面図。
【図３】おむつの分解斜視図。
【図４】図２のＩＶ－ＩＶ線端面図。
【図５】吸収体の分解斜視図。
【図６】他の実施形態の吸収体を示す図。
【図７】他の実施形態の表面シートを示す図。
【図８】おむつの非肌対向面から見た平面図。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図１は、この発明の使い捨て着用物品の一例として示す、使い捨ておむつ１の着用状態
の斜視図、図２は展開したおむつ１の肌対向面から見た平面図、図３はおむつ１の分解斜
視図、図４は図２のＩＶ－ＩＶ線端面図、図５は吸収体４０の分解斜視図である。図２～
４において、各弾性体は、その収縮力に抗して伸長させた状態で示している。
【００１０】
　図１に示したように、おむつ１は、縦方向Ｙおよび横方向Ｘを有し、前ウエスト域１１
および後ウエスト域１２、これら前後ウエスト域１１，１２間に位置するクロッチ域１３
と、横方向Ｘに延びる前後端縁１４，１５と、縦方向Ｙに延びる両側縁１６とを有する。
おむつ１は、後ウエスト域１２に取り付けられたフック要素８１と、前ウエスト域に取り
付けられたループ要素８２とを連結することによって、パンツ型とすることができる。
【００１１】
　図２に示したように、おむつ１は、横方向Ｘにおける寸法を二等分する仮想縦中心線Ｐ
－Ｐと、縦方向Ｙにおける寸法を二等分する仮想横中心線Ｑ－Ｑとを有し、仮想縦中心線
Ｐ－Ｐにおいて、ほぼ対称にされている。
【００１２】
　図３に示したように、おむつ１は、肌対向面に位置する透液性の表面シート２０と、そ
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の反対側である非肌対向面（着衣側）に位置する不透液性の裏面シート３０と、これら表
裏面シート２０，３０の間に位置する吸液性の吸収体４０と、吸収体４０および裏面シー
ト３０の間に位置する漏れ防止シート５０とを有する。表面シート２０の肌対向面には、
横方向Ｘに離間する一対の漏れバリアカフ６０が形成されている。表面シート２０と裏面
シート３０とによって、この発明のシャーシ１０を形成している。
【００１３】
　表面シート２０としては、例えば、質量約１５～３５ｇ／ｍ２好ましくは約２５～３０
ｇ／ｍ２のポイントボンド繊維不織布を用いることができる。裏面シート３０としては、
質量約１０～３０ｇ／ｍ２のスパンボンド・メルトブローン・スパンボンド（ＳＭＳ）繊
維不織布もしくはスパンボンド繊維不織布、または、プラスチックシートやそれら繊維不
織布とプラスチックシートのラミネートを用いることができる。
【００１４】
　漏れバリアカフ６０としては、質量約１０～３０ｇ／ｍ２のスパンボンド・メルトブロ
ーン・スパンボンド（ＳＭＳ）繊維不織布を用いることができる。漏れバリアカフ６０の
前後端縁６１，６２は、表面シート２０の前後端縁２３，２４と一致して積層され、図示
しないホットメルト接着剤等によって互いに接合されている。漏れバリアカフ６０の外側
縁６３は、裏面シート３０の両側縁３３に重なり、図示しないホットメルト接着剤等によ
って互いに接合されている。漏れバリアカフ６０の内側縁６４は、横方向Ｘに離間して配
置され、これら内側縁６４は、表面シート２０に重なるが、これとは接合されず、表面シ
ート２０から離間可能にされている。内側縁６４には、縦方向Ｙに延びるカフ弾性体６５
が伸長状態で収縮可能に取り付けられる。このようにカフ弾性体６５を取り付けることに
よって、内側縁６４が表面シート２０から起立するように離間して着用者の肌に密着し、
尿等がおむつ１の外側に漏れるのを防止する。
【００１５】
　吸収体４０は、少なくともクロッチ域１３に位置し、この実施形態では、クロッチ域１
３から前後ウエスト域１１，１２へと延出している。図５に示したように、吸収体４０は
、吸液性の芯材４１と、芯材４１を覆う第１および第２被覆シート４２，４３とを有する
。芯材４１としてフラッフパルプ、高吸収性ポリマー粒子、またはこれらの混合物を用い
ることができる。芯材４１は、クロッチ域１３における横方向Ｘの寸法が、前後ウエスト
域１１，１２のそれよりも小さくされている。すなわち、芯材４１には、クロッチ域１３
において一対の凹曲部４５が形成される。
【００１６】
　芯材４１は、表面シート２０側に位置する第１面４１ａと、その反対側であって裏面シ
ート３０側に位置する第２面４１ｂと、横方向Ｘに延びる前後端縁４１ｃ，４１ｄと、縦
方向Ｙに延びる両側縁４１ｅとを有する。芯材４１の第１面４１ａには、着色された第１
被覆シート４２が積層されている。第１被覆シート４２は、矩形を有し、芯材４１の第１
面４１ａのほぼ全面を覆っている。第２被覆シート４３は、矩形を有し、芯材の第２面４
１ｂのほぼ全面を覆っている。第２被覆シート４３の横方向Ｘにおける寸法は、芯材４１
および第１被覆シート４２のそれよりも大きくされている。
【００１７】
　芯材４１の両側縁４１ｅに第１被覆シート４２の両側縁４２ａが重なり、第２被覆シー
ト４３で、これら両側縁４１ｅおよび４２ａが覆われている。具体的には、第２被覆シー
ト４３は、両側縁４１ｅおよび４２ａに沿う折曲線４３ｂに沿って折り曲げられ、その側
縁４３ａが、第１被覆シート４２に重なる。芯材４１の凹曲部４５においては、第１およ
び第２被覆シート４２，４３が両側縁４３ｅの横方向Ｘ外側に延出して、これら第１およ
び第２被覆シート４２，４３が積層された延出部４４が形成される（図３参照）。
【００１８】
　図３および図４に示したように、吸収体４０と裏面シート３０との間には漏れ防止シー
ト５０が配置されている。漏れ防止シート５０は、不透液性かつ非通気性のプラスチック
フィルムを用いることができる。漏れ防止シート５０は吸収体４０よりもその面積が大き
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くされている。したがって、吸収体４０で吸収された尿等がおむつ１外にもれるのを防止
することができる。
【００１９】
　漏れ防止シート５０の裏面シート３０に対向する面とは反対側の面には、第１および第
２レッグ弾性体７１，７２が取り付けられている。第１および第２レッグ弾性体７１，７
２は、漏れ防止シート５０と漏れバリアカフ６０との間において、縦方向Ｙに延びるとと
もに、縦方向Ｙに伸長状態で収縮可能に取り付けられている。第１レッグ弾性体７１は、
漏れ防止シート５０の両側縁５３に沿って、その近傍に取り付けられ、第２レッグ弾性体
７２は、吸収体４０の延出部４４に重なるように取り付けられる。第１および第２レッグ
弾性体７１，７２としては、複数本のストリング状またはストランド状の弾性体を用いる
ことができる。
【００２０】
　フック要素８１は、支持シート８３を介して後ウエスト域１２に取り付けられる。支持
シート８３は、漏れバリアカフ６０と裏面シート３０との間で固定されるとともに、両側
縁１６から横方向Ｘに延出し、延出した部分にフック要素８１が取り付けられている。ル
ープ要素８２は、前ウエスト域１１において裏面シート３０に取り付けられる。フック要
素８１をループ要素８２に取り付けることによって、前後ウエスト域１１，１２が連結さ
れ、パンツ型のおむつ１として着用者に着用させることができる。
【００２１】
　上記のようなおむつ１において、芯材４１を覆う第１被覆シート４２は、緑色に着色さ
れている。詳細には、第１被覆シート４２は、国際照明委員会Ｌ＊ａ＊ｂ＊色空間（以下
「ＣＩＥ　Ｌａｂ」）による表示において、Ｌ：９２．５、ａ：－１６、ｂ：１２とされ
ている。さらに、第１被覆シート４２は、表面シート２０を介して測定された色差ΔＥａ
ｂが８～５０、好ましくは１０～３０とされている。
【００２２】
＜色差の測定方法＞
　色差ΔＥａｂは、式差測定機（ミノルタ製　ＣＲ－３００）を用いて測定した。具体的
には、標準白色校正板（Ｙ９２．０、ｘ０．３１４５、ｙ０．３１９８）で色差計の校正
をし、ブランク値を得た。標準色差校正板におむつ１を載置し、第１被覆シート４２が積
層された部分を、表面シート２０を介して測定し、サンプル値を得た。サンプル値は、具
体的には、仮想縦中心線Ｐ－Ｐと仮想横中心線Ｑ－Ｑとの交点近傍で測定した。色差ΔＥ
ａｂは、以下の式により算出した。
　色差ΔＥａｂ＝サンプル値－ブランク値
　なお、サンプル値は、漏れバリアカフ６０が重ならない部分を測定したものである。
【００２３】
　第１被覆シート４２は、少なくとも一対の漏れバリアカフ６０の横方向Ｘの離間部分か
ら表面シート２０を介して視認することができる。表面シート２０から第１被覆シート４
２を視認可能とするために、表面シート２０の全光線透過率は、約３０～８０％、好まし
くは４０～６０％としている。この実施形態において、表面シート２０の全光線透過率は
約６４％である。また、表面シート２０を形成する繊維不織布の繊維の密度を約２０～７
５ｋｇ／ｍ３としている。
【００２４】
＜全光線透過率の測定方法＞
　全光線透過率は、ＪＩＳ－Ｋ７１０５に基づいて測定した。具体的には、測定の対象と
なるシートをそれぞれ幅５０ｍｍ、長さ４０ｍｍに切断し、これをサンプルとして用いた
。交照測光式色差計Ｚ－３００Ａ（日本電色工業株式会社）を用い、濁度計にサンプルを
挟んで全光線透過率を測定した。
【００２５】
　上記のようなおむつ１に排尿があると、尿は表面シート２０を透過して、第１被覆シー
ト４２によって拡散され、芯材４１に吸収される。尿は、個人差や着用者の体調等によっ
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て異なるが、やや黄色であり、芯材４１が尿の成分によって着色されることがある。しか
し、第１被覆シート４２が緑色を有し、色差ΔＥａｂが８～５０とされているので、表面
シート２０側から見たときに、その着色を目立たなくすることができる。芯材４１が尿の
色に着色されると、おむつ１の使用者によっては不衛生な感じを受けることがあるが、尿
の色が目立たなくなるので、排尿後であっても清潔感を維持することができる。なお、色
差ΔＥａｂにおいて、ａ値がプラス（＋）の場合には赤色が強くなり、マイナス（－）の
場合には緑色が強くなり、ｂ値がプラス（＋）の場合には黄色が強くなり、マイナス（－
）の場合には青色が強くなる。尿の色を目立たなくするという目的を達成するために、少
なくともａ値が０以下であって、さらには－１５以下であることが望ましい。
　色差ΔＥａｂが８よりも小さいと、尿の色を目立たなくすることができず、５０よりも
大きいと、第１被覆シート４２の色が着用者の肌に色移りするのではないかというような
心配を使用者に抱かせる懸念がある。
【００２６】
　また、芯材４１の全面が第１被覆シート４２で覆われ、これを表面シート２０側から視
認できるので、吸収体４０の位置、大きさを確認することもできる。したがって、芯材４
１が広い範囲で存在することを認識することによって、使用者に漏れに対する安心感を抱
かせることができる。吸収体４０の横方向Ｘにおける寸法が、少なくとも一対の漏れバリ
アカフ６０の横方向Ｘの離間寸法よりも大きくされていることが望ましい。このような寸
法関係にすることによって、漏れバリアカフ６０の間から見える領域において、第１被覆
シート４２が視認され、吸収体４０が広い範囲に存在することの安心感が得られる。なお
、第１被覆シート４２は、漏れバリアカフ６０が重なる部分においては、それが視認でき
るものであっても、視認できないものであってもよい。
【００２７】
　吸収体４０の延出部４４では、芯材４１が存在せず、第１被覆シート４２と第２被覆シ
ート４３とが直接互いに接合されている。これら延出部４４は、おむつ１の非肌対向面（
着衣側）から視認可能とされている。具体的には、第１被覆シート４２が有する緑色が、
第２被覆シート４３、漏れ防止シート５０、および、裏面シート３０を介して視認可能と
されている。この実施形態において、第２被覆シート４３の全光線透過率は約８６％、漏
れ防止シート５０の全光線透過率は３８％、裏面シート３０の全光線透過率は約８０％で
ある。全光線透過率の測定は、表面シート２０のそれと同様である。
【００２８】
　延出部４４は、おむつ１の着用時において、着用者の脚回りに位置するとともに、他の
部分に比べて、鼠蹊部に食い込むようになる。この延出部４４の色差ΔＥａｂが８～５０
とされているから、これが非肌対向面から視認されることによって、おむつ１の両側にお
いて陰影が付されたように見える。このように、おむつ１の両側が暗くなると、横方向Ｘ
において小さくなったように錯覚し、股下においてすっきりとした印象を与える。したが
って、見た目において良好なおむつ１とすることができる。
【００２９】
　第２レッグ弾性体７２は、延出部４４に重なって取り付けられている。したがって、延
出部４４は、着用者の股下に密着することができる。密着した延出部４４には影ができ、
より一層、横方向Ｘにおいて小さく、すっきりした印象を与えることができる。
【００３０】
　第１被覆シート４２は、芯材４１の第１面４１ａを覆うようにされているが、第１面４
１ａから両側縁４１ｅを介して第２面４１ｂまで延びるようにしてもよい。また、第１面
４１ａおよび第２面４１ｂの全面を第１被覆シート４２で覆うようにしてもよい。この場
合には、着衣側（非肌対向面）から視認される緑色の領域が大きくなる。
【００３１】
　図６は、他の実施形態における吸収体４０を示す図である。吸収体４０以外の構成要素
は前述のおむつ１と同様なので、その詳細な説明を省略する。この実施形態では、吸収体
４０の第１被覆シート４２と表面シート２０との間に、さらに第３被覆シート４６が積層
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される。第３被覆シート４６は、第１被覆シート４２または表面シート２０の少なくとも
いずれか一方に、図示しないホットメルト接着剤等の接合手段によって接合される。第３
被覆シート４６は、第１被覆シート４２よりも縦方向Ｙおよび横方向Ｘにおける寸法が小
さくされ、換言すれば、その表面積が小さくされている。この第３被覆シート４６は、排
尿位置に対応させて、クロッチ域１３に配置される。このように、排尿位置に対応させて
第３被覆シート４６を配置することによって、より一層、尿の色を目立たなくすることが
できる。第３被覆シート４６は、第１被覆シート４２と異なる色にすることもできるし、
同じ色にすることもできる。また、第３被覆シート４６の色差ΔＥａｂ値を、第１被覆シ
ート４２のそれよりも大きくすることもでき、この場合には、より一層尿の色を目立たな
くすることができる。また、第３被覆シート４６は、第１被覆シート４２と同形同大であ
ってもよい。
【００３２】
　図６に示した吸収体４０の芯材４１は、後ウエスト域１２およびクロッチ域１３におけ
る横方向Ｘの寸法が等しく、かつ、前ウエスト域１１よりも小さくされている。したがっ
て、これら後ウエスト域１２およびクロッチ域１３において延出部４４が形成される。こ
の場合には、おむつ１の着衣側から視認される延出部４４の縦方向Ｙの寸法を大きくする
ことができる。また、おむつ１を低月齢の乳児に着用させる場合において、このような乳
児は寝ていることが多いので、おむつ１の後ウエスト域１２側で尿が吸収されやすい。し
たがって、図２等で示したように後ウエスト域１２において横方向Ｘの寸法が大きく、ク
ロッチ域１３に凹曲部４５を有する吸収体４０を用いることが望ましい。高月齢の乳幼児
の場合には、起き上がっていることが多くなるので、おむつ１のクロッチ域１３で尿が吸
収される。したがって、図６で示した吸収体４０のように後ウエスト域１２において芯材
４１の横方向Ｘの寸法を小さくしたおむつ１を着用させても、尿が漏れることがない。こ
のような吸収体４０を用いることによって、着用者の臀部においてすっきりとしたおむつ
１とすることができる。このような吸収体４０は、前述の実施形態におけるおむつ１に適
用することもできる。
【００３３】
　図７は、表面シート２０の他の例を示したものである。図示したように、表面シート２
０として、縦方向Ｙまたは横方向Ｘに延びる複数条の畝部２１およびこれら畝部２１の間
に位置する溝部２２を有するものを用いることができる。このような表面シート２０は、
例えば、表面シート２０を構成する繊維ウェブの上部に配置されたノズルから連続的に気
体を噴射することで、気体が噴射された部分で溝部２２が形成され、気体が直接噴射され
なかった部分で畝部２１が形成される。隣接する一方の畝部２１から他方の溝部２２まで
のピッチは、例えば、約３ｍｍ～６ｍｍとすることができる。このような表面シート２０
は、気体の噴射部分では繊維が掻き分けられ、繊維ウェブの繊維の再配向により畝部２１
に比べて、その間の溝部２２で密度を低くすることができる。また、噴射する気体の量を
間欠的に多くすることによって、溝部２２に、縦方向Ｙに間欠的な透孔を形成することも
できる。この製法のほかには、表面シート２０のウォータージェット処理やスチームジェ
ット処理、プレス加工またはギア加工によって、畝部２１および溝部２２を形成すること
もできる。
【００３４】
　上記のような表面シート２０において、畝部２１は、この発明の第１部分に相当し、溝
部２２よりも全光線透過率が低くされている。この畝部２１では、第１被覆シート４２が
視認されないか、または、その視認の程度が低くなる。溝部２２は、この発明の第２部分
に相当し、畝部２１に比べて全光線透過率が高くされている。したがって、溝部２２では
、第１被覆シート４２を視認し易くすることができる。このような表面シート２０は、畝
部２１が着用者の肌に接触し、溝部２２が接触しないから、接触による肌への刺激を低減
することができるとともに、通気性を向上させることもできる。
【００３５】
　図８は、おむつ１を非肌対向面から見たときの平面図である。おむつ１は、表面シート
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２０および裏面シート３０を介して第１被覆シート４２がそれぞれ視認されるが、第１被
覆シート４２が緑色をしているので、その色から森林等の自然なイメージを抱くことがで
きる。このイメージに関連付けて、裏面シート３０には、花や葉などの自然物のイラスト
３１を描いている。非肌対向面からイラスト３１を視認することによって、おむつ１全体
として、自然にやさしいイメージや、リラックスできるイメージを抱くことができる。ま
た、このイラスト３１と同じイラスト、このイラスト３１に関連したイラストをおむつ１
の包装体に描くこともできる。このように包装体にイラストを描くことによって意匠的な
統一感を出し、美感に優れたおむつおよびその包装体を提供することができる。
【００３６】
　以上に記載したこの発明に関する開示は、少なくとも下記事項に要約することができる
。
　この発明は、以下の使い捨て着用物品１の改良にかかわる。使い捨て着用物品１は、縦
方向Ｙおよび横方向Ｘを有し、肌対向面およびその反対側である非肌対向面と、前後ウエ
スト域１１，１２と、これら前後ウエスト域１１，１２の間に位置するクロッチ域１３と
、前記肌対向面に位置する表面シート２０と、前記非肌対向面に位置する裏面シート３０
と、前記表裏面シート２０，３０の間に位置するとともに少なくとも前記クロッチ域１３
に位置する吸収体４０とを含む。前記吸収体４０は、吸液性の芯材４１と、前記芯材を覆
う被覆シートとを有する。
【００３７】
　この発明は、上記使い捨て着用物品１において、以下の点を特徴とする。前記芯材４１
は、前記表面シート２０に対向する第１面４１ａと、前記裏面シート３０に対向する第２
面４１ｂとを有し、前記被覆シートは、前記第１面４１ａに重なるとともに着色された第
１被覆シート４２と、前記第２面４１ｂに重なる第２被覆シート４３とを有する。前記第
１被覆シート４２は、前記表面シート２０を介して視認可能であるとともに、前記第１被
覆シート４２は、少なくとも前記クロッチ域１３において、前記芯材４１の両側縁４１ｅ
から前記横方向Ｘ外側に延出する延出部４４を有し、前記延出部４４が前記裏面シート３
０を介して視認可能である。
【００３８】
　上記の発明は、少なくとも下記の実施の形態を含むことができる。
（１）前記表面シートを介して測定された前記第１被覆シートの標準白色校正板に対する
色差ΔＥａｂは、８～５０である。
（２）前記吸収体４０は、前記クロッチ域１３から前記前後ウエスト域１１，１２に延び
て形成され、前記芯材４１は、前記クロッチ域１３の前記横方向Ｘにおける寸法が、少な
くとも前記前ウエスト域１１におけるそれよりも小さくされる。
（３）前記第１被覆シート４２は、前記縦方向Ｙに延びる折曲線に沿って折り曲げられ、
前記芯材４１の両側縁４１ｅを覆い、前記第１被覆シート４２の両側縁４２ａが前記芯材
４１の前記第２面４１ｂ側に位置される。
（４）前記第１被覆シート４２には、前記第１被覆シート４２よりも前記縦方向Ｙおよび
前記横方向Ｘにおける寸法が小さくされた第３被覆シート４６がさらに積層される。
（５）前記吸収体４０と前記裏面シート３０との間には、前記縦方向Ｙに延びるとともに
、前記縦方向Ｙに収縮可能に取り付けられたレッグ弾性体７２が取り付けられ、前記レッ
グ弾性体７２の少なくとも一部は、前記延出部４４に重なって配置される。
（６）前記表面シート２０は、全光線透過率の低い第１部分２１と、全光線透過率の高い
第２部分２２とを有する。
（７）前記表面シート２０は、複数の前記第１部分２１の間に前記第２部分２２が位置す
る。
【００３９】
　使い捨て着用物品の一例である使い捨ておむつ１を構成する各構成部材には、この明細
書に記載されている材料のほかに、この種の分野において通常用いられている、各種の公
知の材料を制限なく用いることができる。また、この発明の明細書において、用語「第１
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」「第２」および「第３」は、同様の要素、位置等を単に区別するために用いられている
。
【符号の説明】
【００４０】
　１　　使い捨て着用物品（使い捨ておむつ）
１０　　シャーシ
１１　　前ウエスト域
１２　　後ウエスト域
１３　　クロッチ域
１６　　両側縁
２０　　表面シート
２１　　畝部（第１部分）
２２　　溝部（第２部分）
３０　　裏面シート
４０　　吸収体
４１　　芯材
４１ａ　第１面
４１ｂ　第２面
４１ｅ　両側縁
４２　　第１被覆シート
４３　　第２被覆シート
４４　　延出部
４６　　第３被覆シート
７２　　第２レッグ弾性体（レッグ弾性体）
　Ｘ　　横方向
　Ｙ　　縦方向
Ｐ－Ｐ　仮想縦中心線
Ｑ－Ｑ　仮想横中心線
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